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経営状況報告書 
 

報告第２０号 公益社団法人杵築市地域活性化センターの経営状

況について           － ２ ペ ー ジ －  

 
報告第２１号 株式会社きっとすきの経営状況について 

－ 34 ペ ー ジ －  
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令和７年度 

株式会社 きっとすき 

事業計画書 

杵築市 
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令和 7 年度事業計画 

１ ．  経営環境への認識 

・ 会社設立から 7 年が経過し 、 従来にも 増し て「 独立自走」 を求めら れている 。

・ 仕入先と なる 市内事業者の経営基盤（ 高齢化、 後継者不足） の厳し さ は加速し ている 。

・ 杵築市を支える １ 次産品事業者に関し ては、 気候変動によ る 猛暑・ 海水温上昇等によ り

収穫高・ 漁獲高が不安定と なり 、 ま た収穫量も 減少傾向にある 。

・ 地域商社と し ての「 地域性、 公益性、 継続性」 と 、 独立自走の為の「 株式会社と し ての

収益性、 人材の確保・ 育成」 の適切なバラ ンス を常に意識・ 実践し ていき たい。

・ 従来から のビジネス 領域は大事にし つつも 、 変化する 環境・ 市場への備えと し て、 常に

新たなビジネス 領域での可能性にチャ レ ンジし て行く こ と が必要である 。  

・ 新たに策定さ れた「 第 3 次杵築市総合計画」 にも 主体的に関与・ 貢献し ながら 、 業務と

し ても 取り 込んでいき たい。  

２ ． 第 8 期の経営方針（ 中期の中での今期の位置付け）  

会社の 3 事業部の収益構造の健全化・ 適正化に道筋をつける 1 年と する

3． 必達の目標 

経常利益での黒字確保（ 赤字から の脱却）

・ 売上総利益の地道で着実な積み上げ

・ 費用の削減の徹底

4． 各事業部の重点方針 

【 流通事業部】  

8 期目を迎え、 一層の独立自走を求めら れている 。 委託業務は通期でゼロ の為（ 前期は

100 万円）、 自主事業を着実に積み上げていく 。 事業部一丸で収益の積み上げと 費用削減を

徹底し 、 収支イ ーブンの達成を目指し ていく 。 杵築の事業者特性（ 零細、 自然相手の１ 次

産品、 卸売り を想定し ていない価格設定） に起因する 現実的な制約（ 供給量の有限性、 卸

売手数料の余地が少ない価格設定） を踏ま えたう えで、 本質的な課題にし っかり と 向き 合

い、「 コ アと なる 収益基盤の構築」 に中期的かつ戦略的に取り 組んでいき たい。  

安定供給が比較的可能な「 ハモ、 り ゅ う き ゅう 」 を中心に、 商品開発へのチャ レ ンジを継

続し ながら 、 新たな販路と し て「 B2B 及び EC 拡大」 に取り 組んでいき たい。 ま た、「 ふ

る さ と 納税業務」 への対応が高齢ゆえに難し かった「 お米農家」 に代わり 、 そのルーティ

ーン業務を肩代わり する こ と で、 お米カテゴリ ーの寄附額拡大にも 取り 組んで行き たい。  
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【 ふる さ と 納税事業部】  

ふる さ と 納税全体の市場環境は、「 自治体間の競争激化」 や「 宿泊券等の体験型の寄付商

品のニーズ拡大」 等、 杵築市の事業者特性を鑑みる と 、 今期も 厳し い環境にある と 認識し

ている 。  

前期の寄附額減少の要因分析を踏ま えた上で、 市と の協議・ 連携を重ね、 マーケッ ト の動

向を捉えた戦略策定、 各ポータ ルサイ ト と の連携、 主力返礼品の強化等によ り 、 計画的に

着実に寄付額回復を進めていき たい。 具体的な方針は以下の通り 。  

・ 杵築市シェ ア第 1 位（ 50% 以上） のふる さ と チョ イ ス から の寄附額回復 

・ 杵築市シェ ア第２ 位（ 20% 以上） の楽天市場から の寄附額伸張 

・ 一社、 一商品に依存し ない、 新たな事業者開拓や返礼品の開発

・ 主力返礼品のサイ ト 上での更なる 魅力向上

・ 有力カテゴリ ー（ みかん、 米） の強化の為の事業者開拓 

・ 令和７ 年 9 月の駆け込み需要に備えた、 早期の在庫確保、 先行予約受付開始、 事業者の

発送体制の強化 

・ 令和 7 年 10 月以降の制度改正によ る 総務省から の規制強化の動向を注視し 、 10 月以降

のポータ ルサイ ト 勢力図の変化に素早く 対応し 、 柔軟で有効な対策を実施し ていく 。  

今後も 、 地域商社だから こ そ可能な事業者と の丁寧で密なコ ミ ュ ニケーショ ンを取り なが

ら 、 地域一体型のふる さ と 納税事業の運営で、 杵築市の安定的・ 継続的な財政確保へ全力

で貢献し ていく 所存である 。  

【 ド ロ ーン事業部】  

ド ロ ーン事業部は、 発足以降６ 年が経過し 、 様々な「 公益的な取り 組み」 にチャ レ ンジ

し 、 同時に収益化にも 取り 組んでき た。 し かし ながら 、「 公益的業務ゆえ収益確保が難し

い」 と いう ジレンマゆえ、 事業部と し ての収支イ ーブンの目途はいま だ見通せず、 厳し い

ビジネス 環境にある 。 今後の事業運営に関し ては、 商工観光課と 協議・ 相談し ながら その

方向性を定めていき たい。  

自主事業と し ては、 従来から の観光・ 教育・ 福祉領域でのド ロ ーンを活用し た各種施策と

し て磨き 上げ、 市から の側面支援も 仰ぎながら 、 継続的な業務と し ての獲得を目指し てい

き たい。 今期は特に、 国家資格ス ク ールの受講者獲得・ 山香のエネオス 風力発電の撮影・

プロ グラ ミ ング関連の 3 大テーマに注力対応し 、 損益イ ーブンを目指し たい。  

ま た、 昨年８ 月末の台風 10 号での「 ド ロ ーンによ る 緊急被災状況調査」 では、 国東の河川

の緊急調査を担当し 、大分県の迅速な災害対策の基礎情報と し て活用さ れており 、公共的な

業務と し て、 その役割を継続し て行き たい。  

以上 
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令和７年度 
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予算書 
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令和7年度株式会社き っ と すき 予算

【 売上】 単位： 千円

種別 事業内容 金額

委託 ふる さ と 納税事業部 36,800

委託 流通事業部 0

自主 流通事業部 25,000

自主 ド ロ ーン事業部 5,100

①合計 66,900

【 支出】 単位： 千円

種別 項目 金額

委託 ふる さ と 納税事業部 3,800

委託 流通事業部 0

自主 流通事業部 20,000

自主 ド ロ ーン事業部 1,300

長 期未払金 1,140

支払手数料 60

諸会費 78

役員報酬 6,000

給料手当 24,000

法定福利費 4,630

厚生費 260

研修費 160

リ ース 料 48

地代家賃 312

事務用消耗品費 835

通信費 435

租税公課 50

接待交際費 400

保険料 91

備品消耗品費 100

管理諸費 590

車両費 240

雑費 121

水道光熱費 420

支払利息 36

労働保険 600

修繕 48

旅費交通費 300

寄付金 0

広告宣伝費 40

中退金 757

研究開発費 12

経費合計 41,763

②合計 66,863

経常利益①-② 37

経費
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第 7 期事業報告 

自 令和 6 年 4 月 1 日 

 至  令和 7 年 3 月 31 日 

株式会社き っと すき の第 7 期は、 ①流通事業部は市から の「 委託事業」 と 商社自ら が企画・ 実施する

「 自主事業」 に、 ②ふる さ と 納税事業部は「 委託事業」 に、 ③ド ロ ーン事業部は「 委託事業」 と 「 自主

事業」 にそれぞれ取り 組んだ。

Ⅰ. 流通事業部 

１ ，  委託事業 

＜杵築ブラ ンド 販売促進事業＞ 

市内外で実施さ れる 集客イ ベント において、 杵築ブラ ンド の認知度向上や商品の販売促進を目的に、 杵

築ブラ ンド 認定品を始めと する 杵築の産品等の販売を行った。 全 11 箇所、 売上 1,000 千円（ 税抜）。  

【 参加し たイ ベント 】

① 福岡・ 大分 DC キャ ンペーン in イ オンモール福岡

場所： イ オンモール福岡（ 福岡県糟屋郡粕屋町） 1F イ ース ト コ ート

日程： 4 月 20 日（ 土）・ 21 日（ 日）

内容： 酒類販売およ び産品販売補助

② 国東半島マルシェ

場所： る る パーク  豊の国物産館内売店

日程： 4 月 20 日（ 土）・ 21 日（ 日）

内容： 産品販売

③ き つき お城ま つり

場所： 酢屋の坂下広場

日程： 5 月 5 日（ 日）

内容： 調理販売

④ 大分市中央通り 歩行者天国

場所： 大分市中央通り （ ト キハ本店前）

日程： 5 月 25 日（ 土）

内容： 産品販売補助

40



⑤ き つき のき づき フェ ア in アミ ュ プラ ザおおいた

場所： アミ ュ プラ ザおおいた（ JR 大分駅） 1F メ イ ンコ ンコ ース  

日程： 6 月 15 日（ 土）・ 16 日（ 日）

内容： 産品販売補助 

⑥ チョ ビコ 夜市

場所： 八坂神社～冨坂一帯

日程： 7 月 20 日（ 土）

内容： 調理販売

⑦ ななつ星マルシェ in 杵築駅

場所： JR 杵築駅 島式ホーム中央付近

日程： 9 月 20 日（ 金）

内容： 産品販売

⑧ き つき お魚ま つり

場所： 美濃崎漁港

日程： 9 月 28 日（ 土）

内容： 調理販売

⑨ ななつ星マルシェ in 杵築駅

場所： JR 杵築駅 島式ホーム中央付近

日程： 10 月 4 日（ 金）

内容： 産品販売

⑩ 杵築ブラ ンド フェ ア in パーク プレ イ ス 大分

場所： パーク プレ イ ス 大分 １ 階サニーウ ォ ーク 中央催事場

日程： 11 月 16 日（ 土）・ 17 日（ 日）

内容： 産品販売補助

⑪ 杵築市農林水産祭

場所： 杵築市健康福祉センタ ー

日程： 1 月 18 日（ 土）・ 19 日（ 日）

内容： 調理販売
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２ ，  自主事業 

流通事業部と し て、 市内産品の販売を行った。  

今年度も 自主事業においては、定番の売場確保、継続的な取引き に主眼を置いて活動し た（ 市内事業者お

よ び地域商社の恒常的かつ持続的な売上確保のため）。 今年も 最も 大き な実績を上げたのはふる さ と 納税

で、 年間で約 3,200 件、 8,300 千円（ 税抜） を売上げた。  

杵築市の事業者の中では、 件数で 5 番目、 金額で 6 番目に多い実績であった。  

杵築市ふる さ と 納税が前年と 比較し 苦戦する 中で、流通事業部の主力商品である 鱧の切身（ 製造元： JF お

おいた杵築支店） は前年を上回る 実績を上げ、杵築市の全返礼品の中で件数において 5 番目に多かった。  

【 主な新し い取り 組み】

・ ダイ ワ ロ イ ネッ ト から ヨ ーロ ッ パ最大のホテルチェ ーンに運営元を移管し た『 別府湾リ ゾ ート ＆ス パ

（ 旧別府湾ロ イ ヤルホテル』 において、 レ ス ト ラ ンへの食材供給およ びショ ッ プへの商品供給を 4 月に

開始し た。

・ 新たな運営元によ って営業を再開し た「 風の郷」 において市内産品の棚を設け、 5 月から 販売を開始し

た。 こ れによ って、 山香ルート の配達効率が上がった。  

・ 令和 6 年お中元（ 6 月） よ り 、 ギフト 分野における 県内最大手『 ト キハ』 と の取引を開始し た。 ト キハ

のギフト 展開は商品を変えてお歳暮でも 継続し 、今年度のお中元では品数を 2 品に増やし 展開し ている 。

・ 7 月、『 明礬 湯の里』 土産物売場での商品展開が始ま った。 上述の別府湾リ ゾート ＆ス パと 湯の里の新

規開拓によ って別府方面の配達先が増加し 、 ルート 配送の効率が大幅に上昇し た。  

※別府湾リ ゾート ＆ス パ（ 日出） →ホテル晴海→海地獄等（ 鉄輪） →湯の里→別府湾 SA 

・ 1 月、 杵築市商工会の支援を仰ぎ二年ぶり と なる 展示会出展を行い、 山口の水産卸売会社、 BtoB プラ

ッ ト フォ ーム（ 卸売専門 EC サイ ト ） の運営会社、 カタ ロ グギフト 販売会社の 3 社と 成約し た。  

3 月に取引き を開始し た水産卸売会社は、 比較的大口で非常に効率が良い為、 今後に期待ができ る 。

【 令和 6 年度の販売実績】

令和 6 年度 令和 5 年度 増減 前年対比 

売上高（ 税抜） 20,678 千円 24,250 千円 ▲3,572 千円 85.3%

荒利益高（ 税抜） 4,263 千円 4,969 千円 ▲706 千円 85.8%

荒利益率 20.62% 20.49% + 0.13% 100.6%

※「 おんせん県おおいたオンラ イ ンショ ッ プ」 における ク ーポン発行に充てた予算の大幅減少によ っ

て同サイ ト での売上高は昨年比▲約 2,900 千円（ 43.7% ）、 荒利益高は昨年比▲560 千円（ 42.6% ）。 

その他、 主力商品である 焼き えび・ かちえびの原料不足によ る 販売期間大幅短縮によ る 影響も 大き い。
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【 令和 6 年度取引先（ 五十音順）】

◆販売先（ 30 社+ α） 新規取引先 6 社 

・ 海地獄

・ 大分県

・ 大木化粧品

・ 大田商店

・ かすが紙工

・ き つき 小町会

・ 杵築市（ ふる さ と 納税）

・ 杵築ふる さ と 産業館

・ 紀ノ 國屋

・ グラ ンド メ ルキュ ール

・ さ と ふる

・ サンリ ッ チ

・ し んき や旅館

・ ソ ラ シド エア

・ 峠たていし の館

・ 玉の湯

・ テラ ス 御堂原

・ デンケン

・ テンポス ド ッ ト コ ム

・ ト キハ（ ギフト ）

・ ト キハ（ 催事）

・ 錦屋商事

・ ト ラ ス ト バンク

・ ホテル晴海

・ やま が地域創生機構 山香温泉 風の郷

・ 湯の里

・ リ ･ク リ エイ ト （ 別府湾サービス エリ ア） 

・ る る パーク

・ 和バル 奏

・ KATARU

・ OH！

・ その他（ 個人客）

◆仕入先（ 35 社） 新規仕入先 2 社

・ 綾部味噌醸造元

・ 伊藤園

・ 今村商店（ お茶のと ま や）

・ 今村農園

・ 大分県酪食肉公社

・ 大分水産

・ 岡本商工（ 萬力屋）

・ オレンジ農園

・ 神田楽市

・ 絆屋

・ き つき 紅茶

・ 杵築七島藺マイ ス タ ーク ラ ブ

・ 杵築市商工会

・ き つき 茶生産組合

・ 杵築ふる さ と 産業館

・ 木付や

・ 九州乳業

・ 河野打刃物店

・ 三晃堂印刷

・ 椎茸問屋 徳一

・ 新庄農地利用組合

・ 森美

・ 高橋水産

・ 匠

・ 竹野工芸店

・ 中野酒造

・ 豊予農場

・ 松山堂

・ 宮部商店（ 焼肉みやべ）

・ 木工房矢吹

・ 野草の里やま う ら

・ 山香ゆう き の会

・ AM C

・ JA おおいた東部事業部
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Ⅱ． ふる さ と 納税事業部 

１ ．  委託事業 

1-1 令和 6 年度の寄附実績について 

令和 6 年度の杵築市ふる さ と 納税の寄附金額は、 744,312,000 円であった。  

令和 5 年度の寄附金額は 924,938,000 円であり 、 前年度比は 80.47% の寄附実績と なった。 

約 98.5% がポータ ルサイ ト 経由の寄附であり 、 下記１ １ サイ ト を包括代行業務の一環と し

て運用を行った。  

・ ふる さ と チョ イ ス

・ 楽天ふる さ と 納税

・ さ と ふる

・ ふる なび

・ ANA

・ ふる ら ぼ

・ au PAY ふる さ と 納税

・ セゾンのふる さ と 納税

・ JRE MALL ふる さ と 納税

・ KABU&ふる さ と 納税

・ Yahoo!ふる さ と 納税

1-2 寄附額減少の要因分析 

a 市場全体の傾向 

・ 令和 6 年度は初の 1 兆円を突破し 約 1 兆 1 千億円へと 成長 し た

・ 従来の食料品中心への寄附から 、 観光・ 宿泊型や体験型の「 コ ト 消費」 寄附が増加

・ 令和の米騒動によ り 、 ふる さ と 納税市場においても 米への寄附が急増し た

b 寄附額減少の要因分析 

・ 主力の魚介類（ り ゅ う き ゅ う ・ かぼすブリ ・ う なぎ） は、 他自治体が提供する ラ イ バル返

礼品の台頭によ り 苦戦を強いら れた 

・ 主力のみかん、 柑橘が裏年のため品薄状態と なった

・ 返礼品で扱う 米の供給量が少なく 、 米の需要に対応でき なかった

・ 秋の人気返礼品「 梨」 について事業者が生産を終了し たため、 取扱いができ なく なった 
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・ ま た下記の理由によ り 、 全国の他自治体に比べ返礼率を低く せざる を得ない現状である

① 食料品中心に寄附が入り 、 冷凍品の割合も 高いため特に送料の負担が経費を圧迫

② 観光・ 宿泊・ 体験のコ ト 消費への寄附割合が低く 、 送料を軽減でき ていない

2-1 新規返礼品提供事業者開拓 

令和６ 年度は下記 5 事業者の新規開拓を行った。

・ 一般社団法人やま が地域創生機構（ 風の郷）

┗宿泊・ 食事に使える 館内利用券 

・ き れい屋おかじ ま

┗お墓のお掃除、 お庭のお掃除・ 手入れ

・ 小屋農園

┗米

・ 森農園

┗柑橘・ 梅

・ 有限会社ヨ シモリ

┗肉

2-2 掲載ポータ ルサイ ト の増加 

令和 6 年度に新たに掲載サイ ト を３ サイ ト 増やし た 

・ JRE MALL ふる さ と 納税（ 令和 6 年 10 月～）

・ KABU&ふる さ と 納税（ 令和 6 年 11 月～）

・ Yahoo!ふる さ と 納税（ 令和 6 年 12 月～）  

2-3 楽天ふる さ と 納税サイ ト の強化 

楽天ふる さ と 納税における 杵築市ト ッ プページを改修し 、 従来のページよ り 直感的に見や

すいビジュ アルにデザイ ンを刷新 

・ 人気カテゴリ の大画像ス ラ イ ド ショ ーやシズル感のある バナーを設置し 、 訴求力を向上

・ キーワ ード や寄附金額のボタ ンを設置し 、 寄附者が押し 易い様 UI を改善

・ 各カテゴリ を写真付き で一覧にし 、 人気カテゴリ が一目瞭然に
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2-4 主要サイ ト の返礼品掲載数 

年末、 12 月 31 日時点での各ポータ ルサイ ト の返礼品掲載数は下記のと おり であった。

ふる さ と チョ イ ス ・ ・ ・ ８ ３ ５ 品

楽天市場ふる さ と 納税・ ・ ・ ５ ３ ８ 品

さ と ふる ・ ・ ・ ５ ４ ６ 品

ふる なび・ ・ ・ ５ １ ４ 品

2-5 ふる さ と チョ イ ス 企画・ 運営の（ 株） ト ラ ス ト バンク と の連携強化と し て 

ふる さ と チョ イ ス 大感謝祭へ出展 

11 月 9 日・ 10 日の２ 日間パシフィ コ 横浜で開催さ れた第 10 回ふる さ と チョ イ ス 大感謝祭

では杵築市と し て出展を行い、 市の認知度向上や寄附額伸張に努めた。  

・ イ ベント 名

第 10 回ふる さ と チョ イ ス 大感謝祭 

・ 場所

パシフィ コ 横浜 ホール C・ ホール D 

（ 〒220-0012 神奈川県横浜市西区みなと みら い 1-1-1）

・ 出展数

約 160 自治体 ※出展自治体は別添の当日案内を参照のこ と

・ 来場者数

約 14,819 人（ 2 日間合計 ※事前登録制）

本イ ベント では以下２ つの企画を実施 

【 企画①「 ク イ ズに正解し てみかんをも ら おう 】 

正解数に応じ てみかんをプレ ゼント する ク イ ズを実施し た。 ク イ ズは問題と 選択肢をモニ

タ ーに投影し 、 参加者自身が選択肢の札を掲げる 形式で行い、 約 30 分かけて杵築市やその

返礼品にま つわる 12 問を出題し た。 ク イ ズの合間に市の特産品の試食を提供し 、 参加者が

試食し ている 間はその感想や杵築市の印象などについて質問し 、 交流を図った。 
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【 企画②子供向けタ ブレッ ト ク イ ズ】  

小学生以下を対象と し た 2 択問題を作成し 、 企画①の空き 時間にタ ブレ ッ ト によ る 所要時

間約５ 分のク イ ズを実施し た。ク イ ズは、杵築市や市の特産品に関する 問題８ 問を用意し た。

参加者にはみかん等杵築市の特産品を進呈し た。大人の参加者や子供の付き 添いには、杵築

市の返礼品の説明等も 併せて行った。  

本イ ベント では毎年多く の自治体が大盤振る 舞いで試食品等を配布する 中、 杵築市ブース

では限ら れた予算でよ り 深く 杵築市について知っても ら える よ う 来場者参加型のイ ベント

と し てク イ ズを実施し 、 寄附者と の交流を図った。  

2-６  自治体マイ ページの導入 

全国 1200 自治体以上が利用する オンラ イ ン申請サービス 「 自治体マイ ページ」 に利用を 

令和 6 年 9 月よ り 開始。 ユーザー数 510 万人以上の SaaS を導入する こ と によ り 、 オンラ イ

ンワ ンス ト ッ プ申請をはじ めと し た寄附者の利便性を向上し た。

3-1 令和 7 年度の寄附額回復への方針 

前期の寄附額減少の要因分析を踏ま えた上で、 市と の協議・ 連携を重ね、 マーケッ ト の動向

を捉えた戦略策定、各ポータ ルサイ ト と の連携、主力返礼品の強化等によ り 、計画的に着実

に寄付額回復を進めていき たい。 具体的な方針は以下の通り 。  

・ 杵築市シェ ア第 1 位（ 50% 以上） のふる さ と チョ イ ス から の寄附額回復 

・ 杵築市シェ ア第２ 位（ 20% 以上） の楽天市場から の寄附額伸張 

・ 一社、 一商品に依存し ない、 新たな事業者開拓や返礼品の開発

・ 主力返礼品のサイ ト 上での更なる 魅力向上

・ 令和７ 年 9 月の駆け込み需要に備えた、 早期の在庫確保、先行予約受付開始、事業者の発

送体制の強化 

・ 令和 7 年 10 月以降の制度改正によ る 総務省から の規制強化の動向を注視し 、 それによ る

ポータ ルサイ ト の勢力図の変化に素早く 対応し 、 柔軟に有効な戦略・ 対策を実施し ていく

今後も 、 地域商社だから こ そ可能な事業者と の丁寧で密なコ ミ ュ ニケーショ ンを取り な

がら 、 地域一体型のふる さ と 納税事業の運営で、 杵築市の安定的・ 継続的な財政確保へ全

力で貢献し ていく 所存である 。   
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Ⅲ． ド ロ ーン事業部 

1. 委託事業

（ １ ） 杵築市学校教育支援センタ ー『 ひま わり 』 ド ロ ーン操作研修委託業務 

令和 6 年９ 月に２ 回に分けて杵築市学校教育支援センタ ー「 ひま わり 」 において 

ド ロ ーンの基礎知識を学ぶための座学と 手動によ る ド ロ ーン操作及びプロ グラ ミ ングによ

る 自動操作を体験する 研修を行った。  

普段触れる 機会が少ないド ロ ーンを体験し て頂き 、 自己肯定感の創出や興味を持って次に

繋がる 活力を付けても ら う 取組みと し て行った。  

（ ２ ） 災害時における ド ロ ーンによ る 緊急被災状況調査に関する 委託業務 

大分県と 大分県ド ロ ーン協議会と の協定に基づき 、 協力会員である 弊社は台風１ ０ 号の被

災箇所である 国東市朝来野川・ 両子川・ 武蔵川の緊急被災状況調査を行った。  

撮影後速やかに EDiSON（ 災害情報活用プラ ッ ト フォ ーム） にアッ プロ ード を行い、 災害

対策会議に生かさ れた。  

２ ． 自主事業 

（ １ ） おおいたド ロ ーンプラ ッ ト フォ ームク ロ ス と の連携 

おおいたド ロ ーンプラ ッ ト フ ォ ームク ロ ス はド ロ ーンによ る 地域課題の解決及び社会実装

を加速さ せていく 上で、 ド ロ ーンサービス をワ ンス ト ッ プで一元的に管理・ 運用する 役割

を担う 目的の下、 大分県のド ロ ーンプラ ッ ト フォ ーム推進事業と し て設けら れた。  

弊社も 以下をド ロ ーンプラ ッ ト フォ ームよ り 受注し た。  

・ ５ 月・ ６ 月大分市内マンショ ン建設予定地撮影

・ 11 月湯布院旅館建設予定地撮影。

・ 令和６ 年 12 月よ り 令和７ 年４ 月迄、 国東ク リ ーンセンタ ー建設工事の進捗状況撮影。

計６ 回

（ ２ ） 追手門学院大手前中・ 高等部探究旅行にてド ロ ーン体験 

6 月 13 日(木)大阪市よ り 探究(修学)旅行で大分県内を訪れた。 学習プロ グラ ムの一つと し

て高等部２ 年生８ ４ 人が参加し た。 座学講話・ 手動操縦・ プロ グラ ミ ングによ る 自動操縦

等を体験し た。 杵築市への修学旅行誘致の取組みと し てマス コ ミ 各社に取り 上げら れた。  
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（ ３ ） 風力発電施行進捗撮影 

ENEOS リ ニュ ーアブル・ エナジーよ り 山香町に建設中の風力発電工事進捗の撮影を 

計５ 回実施し た。 また追加にて着工後景観撮影１ 回・ 不具合箇所点検撮影１ 回。  

計７ 回の撮影を行った。  

（ ４ ） ド ロ ーン講座・ 操縦体験・ プロ グラ ミ ング体験 

６ 月 山香グロ ーバル塾ド ロ ーン体験 

８ 月 宇佐市移住者交流会ド ロ ーン体験 

９ 月 玖珠町社協ド ロ ーン講演会及び操縦体験 

１ １ 月 院内中部小学校ド ロ ーン体験・ く す未来部ド ロ ーン体験 

２ 月 き つき 少年少女発明ク ラ ブド ロ ーンプロ グラ ミ ング体験。

（ ５ ） ス ク ール開催 

一般社団法人 DPCA 大分校と し て６ 月・ ９ 月・ １ ２ 月・ ３ 月にド ロ ーン民間資格発行のス

ク ール及び一等・ 二等無人航空機国家ラ イ センス センタ ーを上村の郷（ 山香町） にて開催

し た。 県内外から 受講生が集ま った。

（ ６ ） 空撮業務 

・ ４ 月き つき 紅茶茶畑の空撮

・ ８ 月奈狩江地区撮影・ 大分市内工場撮影

（ ７ ） その他 

・ く す未来部ド ロ ーンス ポーツ部講師

・ あすぴあ大分(大分県身体障害者福祉センタ ー)ド ロ ーンサッ カー講師

・ おおいたド ロ ーンフェ ス ティ バル 2025in 杵築にコ ンテンツ提供
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令和６年度 

株式会社 きっとすき 

財務諸表 

杵築市 
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第 7 期

決 算 報 告 書

令和 6 年 4 月 1日から

令和 7 年 3 月 3 1日まで

（ 株 ） き っ と す き

(法人番号: )2320001016283
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（ ）（ ）（ ）（ ）流 動 資 産 49,879,762 89.5 37,148,101 87.6
現 金 及 び 預 金 31,928,506 57.3 29,828,841 70.3
売 掛 金 17,008,256 30.5 14.3
棚 卸 資 産 1,113,000 2.0 2.2
未 収 還 付 法 人 税 等 0 0.0 0.7
立 替 金 0 0.0 0.0
貸 倒 引 当 金 △ △170,000 0.3

6,063,855
　949,105 
　306,300

0
0 0.0

（ ）（ ）（ ）（ ）固 定 資 産 5,873,434 10.5 5,252,782 12.4
（ ）（ ）（ ）（ ）有 形 固 定 資 産 5,873,434 10.5 5,252,782 12.4

工 具 、 器 具 及 び 備 品 1,818,490 3.3 1,137,982 2.7
リ ー ス 資 産 4,054,944 7.3 4,114,800 9.7

（ ）（ ）（ ）無 形 固 定 資 産 ）（0 0.0 0 0.0

（ ）（ ）（ ）（ ）投 資 そ の 他 の 資 産 0 0.0 0 0.0

（ ）（ ）（ ）（ ）繰 延 資 産 0 0.0 0 0.0

55,753,196 100.0 42,400,883 100.0資 産 の 部 合 計

代
表貸 借 対 照 表
者（株）きっとすき 北 康夫

令和 7年 3月3 1 日現在
（単位：円）

科 目 前 期 額 構成比 決 算 額 構成比

（ 資 産 の 部 ）
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（ ）（ ）（ ）（ ）流 動 負 債 14,225,628 25.5 4,943,968 11.7
買 掛 金 4,074,048 7.3 1,061,304 2.5
未 払 金 8,009,693 14.4 2,936,700 6.9
未 払 法 人 税 等 107,900 0.2 35,500 0.1
未 払 消 費 税 等 2,159,900 3.9 900,300 2.1
預 り 金 -125,913 - 10,164 0.0

（ ）（ ）（ ）（ ）固 定 負 債 4,522,014 8.1 4,609,110 10.9
長 期 未 払 金 4,522,014 8.1 4,609,110 10.9

負 債 の 部 合 計 18,747,642 33.6 9,553,078 22.5

（ ）（ ）（ ）（ ）株 主 資 本 37,005,554 66.4 32,847,805 77.5
1.資 本 金 4,500,000 8.1 4,500,000 10.6

（ ）（ ）（ ）（ ）2.資 本 剰 余 金 0 0.0 0 0.0

（ ）（ ）（ ）（ ）3.利 益 剰 余 金 32,505,554 58.3 28,347,805 66.9
（ ）（ ）（ ）（ ）(1)そ の 他 利 益 剰 余 金 32,505,554 58.3 28,347,805 66.9

繰 越 利 益 剰 余 金 32,505,554 58.3 28,347,805 66.9

（ ）（ ）（ ）（ ）評 価 ・ 換 算 差 額 等 0 0.0 0 0.0

（ ）（ ）（ ）（ ）新 株 予 約 権 0 0.0 0 0.0

純 資 産 の 部 合 計 37,005,554 66.4 32,847,805 77.5
負債・純資産の部合計 55,753,196 100.0 42,400,883 100.0

（株）きっとすき

（単位：円）

科 目 前 期 額 構成比 決 算 額 構成比

（ 負 債 の 部 ）

（ 純 資 産 の 部 ）
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（ ）（ ）（ ）（ ）売 上 高 76,434,846 100.0 57,123,162 100.0
業 務 委 託 料 49,280,956 64.5 33,441,228 58.5
商 品 売 上 高 24,780,799 32.4 21,139,883 37.0
ド ロ ー ン 事 業 売 上 2,373,091 3.1 2,542,051 4.5

（ ）（ ）（ ）（ ）売 上 原 価 19,343,617 25.3 16,530,256 28.9
期 首 た な 卸 高 946,493 1.2 666,600 1.2
商 品 仕 入 高 19,063,724 24.9 16,515,161 28.9
合 計 20,010,217 26.2 17,181,761 30.1
期 末 た な 卸 高 666,600 0.9 651,505 1.1
売 上 総 利 益 57,091,229 74.7 40,592,906 71.1

（ ）（ ）（ ）（ ）販売費及び一般管理費 57,664,323 75.4 45,354,633 79.4
販売費及び一般管理費 57,664,323 75.4 45,354,633 79.4
営 業 損 失 573,094 0.7 4,761,727 8.3

（ ）（ ）（ ）（ ）営 業 外 収 益 4,076,241 5.3 680,032 1.2
受 取 利 息 362 0.0 15,428 0.0
貸 倒 引 当 金 戻 入 199,500 0.3 170,000 0.3
雑 収 入 3,876,379 5.1 494,604 0.9

（ ）（ ）（ ）（ ）営 業 外 費 用 187,380 0.2 5,054 0.0
支 払 利 息 17,380 0.0 5,054 0.0
貸 倒 引 当 金 繰 入 170,000 0.2 0 0.0

経 常 利 益 （ 損 失 ） △3,315,767 4.3 4,086,749 7.2

（ ）（ ）（ ）（ ）特 別 利 益 0 0.0 0 0.0

（ ）（ ）（ ）（ ）特 別 損 失 0 0.0 0 0.0

税引前当期純利益（損失） △3,315,767 4.3 4,086,749 7.2
法人税、住民税及び事業税 683,900 0.9 71,000 0.1
当 期 純 利 益 （ 損 失 ） △ 7.32,631,867 3.4 4,157,749

令和 6年 4月 1 日から損 益 計 算 書
（株）きっとすき 令和 7年 3月3 1 日まで

（単位：円）

科 目 前 期 額 構成比 決 算 額 構成比
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科 目 前 期 額 決 算 額売上高比率 売上高比率

旅 費 交 通 費 509,557 0.7 439,537 0.8
広 告 宣 伝 費 1,090,822 1.4 62,885 0.1
容 器 包 装 費 116,934 0.2 156,981 0.3
荷 造 運 賃 283,626 0.4 357,720 0.6
支 払 手 数 料 307,159 0.4 640,536 1.1
販 売 促 進 費 3,209,480 4.2 564,683 1.0
諸 会 費 57,910 0.1 80,910 0.1
役 員 報 酬 6,500,000 8.5 5,700,000 10.0
給 料 手 当 24,035,133 31.4 21,713,535 38.0
従 業 員 賞 与 6,700,000 8.8 2,060,000 3.6
法 定 福 利 費 5,036,564 6.6 5,339,597 9.3
厚 生 費 2,028,468 2.7 1,242,961 2.2
減 価 償 却 費 2,568,804 3.4 2,838,252 5.0
リ ー ス 料 55,900 0.1 45,600 0.1
地 代 家 賃 308,724 0.4 308,725 0.5
修 繕 費 48,000 0.1 0 0.0
事 務 用 消 耗 品 費 1,077,230 1.4 925,721 1.6
通 信 費 719,617 0.9 449,866 0.8
水 道 光 熱 費 418,683 0.5 449,550 0.8
租 税 公 課 64,685 0.1 30,612 0.1
寄 付 金 10,000 0.0 0 0.0
接 待 交 際 費 722,778 0.9 366,292 0.6
保 険 料 89,080 0.1 76,320 0.1
備 品 消 耗 品 費 667,810 0.9 586,546 1.0
管 理 諸 費 587,200 0.8 587,400 1.0
車 輛 費 242,635 0.3 234,314 0.4
新 聞 図 書 費 19,803 0.0 0 0.0
研 究 開 発 費 27,569 0.0 15,308 0.0
雑 費 160,152 0.2 80,782 0.1
合 計 57,664,323 75.4 45,354,633 79.4

棚 卸 資 産 の 計 算 内 訳

令和 7 年 3月3 1 日現在
（単位：円）

科 目 前 期 額 決 算 額売上高比率 売上高比率

商 品 666,600 0.9 651,505 1.1
貯 蔵 品 446,400 0.6 297,600 0.5
合 計 1,113,000 1.5 949,105 1.7

（株）きっとすき

販売費及び一般管理費の計算内訳

6 4 1令和 年 月 日から

令和 年 月 日まで7 3 3 1
（単位：円）
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令和 6年 4月 1日から株 主 資 本 等 変 動 計 算 書
令和 7年 3月 3 1日まで

前 期 額 （円） 決 算 額 （円）

株 主 資 本
1. 資 本 金

当期首残高 4,500,000 4,500,000
当期変動額 0 0
当期末残高 4,500,000 4,500,000

2. 利 益 剰 余 金
(1) その他利益剰余金

繰 越 利 益 剰 余 金
当期首残高 29,873,687 32,505,554
当期変動額

当期純利益（損失） 2,631,867 -4,157,749
当期末残高 32,505,554 28,347,805

その他利益剰余金合計
当期首残高 29,873,687 32,505,554
当期変動額

当期純利益（損失） 2,631,867 -4,157,749
当期末残高 32,505,554 28,347,805

株 主 資 本 合 計
当期首残高 34,373,687 37,005,554
当期変動額

当期純利益（損失） 2,631,867 -4,157,749
当期末残高 37,005,554 32,847,805

評価・換算差額等
当期首残高 0 0
当期変動額 0 0
当期末残高 0 0

新 株 予 約 権
当期首残高 0 0
当期変動額 0 0
当期末残高 0 0

純 資 産 の 部 合 計
当期首残高 34,373,687 37,005,554
当期変動額

当期純利益（損失） 2,631,867 -4,157,749
当期末残高 37,005,554 32,847,805

（株）きっとすき
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個 別 注 記 表
（株）きっとすき

令和 6年 4月 1日から

令和 7年 3月 3 1日まで

この計算書類は、「中小企業の会計に関する基本要領」によって作成しています。．

重要な会計方針に係る事項に関する注記．

１．消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は税抜方式を採用しております。

貸借対照表等に関する注記．

10,547,881１．有形固定資産の減価償却累計額 円

株主資本等変動計算書に関する注記．

45１．発行済株式総数 株

一株当たり情報に関する注記．

729,951.22１．一株当たり純資産額は、 円であります。

92,394.42２．一株当たり当期純損失は、 円であります。

以 上
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